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※
本
文
は
質
問
者
自
身
の

　
原
稿
に
よ
る
も
の
で
す

　　　　　　◆
凍
霜
害
の
状
況
と
支
援
策
は

　
　
4
月
27
日
か
ら
の
3
日
連
続

の
遅
霜
に
よ
る
被
害
状
況
と
支
援

策
は
。
　
　
　
　
　
　
　 

（
古
畑
）

　
　
な
し
、
り
ん
ご
な
ど
果
樹
全

体
で
3
千
３００
万
円
余
、
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
、
レ
タ
ス
な
ど
野
菜
全
体
で

1
千
４００
万
円
余
の
被
害
と
推
測
し

て
い
る
。
具
体
的
な
支
援
策
と
し

て
Ｊ
Ａ
等
を
通
じ
て
の
技
術
対
策

や
融
資
制
度
を
活
用
し
て
の
防
霜

フ
ァ
ン
の
導
入
、
果
樹
共
済
へ
の

加
入
促
進
等
、
関
係
機
関
と
連
携

を
図
っ
て
い
く
。

◆
農
地
法
改
正
の
影
響
は

　
　
参
議
院
で
審
議
中
の
農
地
法

改
正
案
は
、
農
地
は
耕
作
者
の
も

の
と
い
う
原
則
を
変
え
、
農
外
企

業
な
ど
の
参
入
を
す
す
め
よ
う
と

し
て
い
る
。
営
利
を
追
及
す
る
農

外
企
業
の
参
入
は
、
優
良
農
地
を

取
得
、
撤
退
の
事
例
も
あ
り
、
地

域
の
農
業
環
境
を
侵
害
す
る
も
の

で
は
な
い
か
。
　
　
　
　
（
鈴
木
）

　
　
そ
の
よ
う
な
危
惧
も
あ
る
が

農
地
の
有
効
活
用
と
い
う
積
極
面

も
あ
る
。
参
入
企
業
な
ど
を
見
極

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
農
業
委

員
会
が
そ
の
任
に
当
た
る
こ
と
に

な
る
。

◆
遊
休
荒
廃
農
地
の
再
生

　
　
農
地
再
生
事
業
と
農
業
振
興

公
社
事
業
の
考
え
は
。
　
（
永
井
）

　
　
現
在
３１
・
8
ｈa
が
耕
作
放
棄

地
と
な
っ
て
い
る
。
国
は
、
平
成

２３
年
度
ま
で
に
解
消
を
図
る
と
し

て
お
り
、
市
は
、
遊
休
荒
廃
農
地

総
合
対
策
事
業
を
実
施
す
る
。
農

業
振
興
公
社
は
、
労
働
力
支
援
や

農
地
集
約
化
、
耕
作
放
棄
地
の
解

消
等
、
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
事
業

化
を
進
め
る
。

　　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

◆
高
ボ
ッ
チ
高
原
の
自
然
を
守
る

　
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
現
在
の
景
観
を
極
力
保
護
す

る
こ
と
が
必
要
な
山
頂
か
ら
尾
根

筋
の
西
側
等
の
第
1
種
特
別
地
域

を
重
点
的
に
保
護
す
る
予
定
は
あ

る
の
か
。
　
　
　
　
　
　
（
金
子
）

　
　
高
山
植
物
等
の
損
傷
や
採
取

等
の
違
反
行
為
は
県
と
共
に
厳
重

な
対
応
を
と
る
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、
自
然
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

県
と
相
談
し
な
が
ら
、
適
正
な
保

護
対
策
を
検
討
・
実
施
し
て
い
く
。

一般
質問

の要
旨

一般
質問

の要
旨

地域の農業環境に適した施策を

凍害を受けたリンゴ

高ボッチ高原の自然を守る
自然保護ボランティアの活動

農
家
が

元
気
の
出
る

支
援
策
を

自
然
保
護
と

低
炭
素
社
会
へ

向
け
て


